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ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
シ
ス
テ

ム『
b
i
t
l
o
c
k（
ビ
ッ

ト
ロ
ッ
ク
）』
シ
リ
ー
ズ
を
展

開
中
の
ビ
ッ
ト
キ
ー（
東
京
都

中
央
区
）
で
は
、
ス
ー
パ
ー

や
コ
ン
ビ
ニ
で
購
入
し
た
商

品
の「
自
宅
配
送
サ
ー
ビ

ス
」
を
展
開
し
て
い
る
コ
コ

ネ
ッ
ト（
東
京
都
中
央
区
）
と

の
間
で「
不
在
時
の
商
品
配

達
」
に
お
い
て
の
業
務
提
携

を
締
結
し
た
。

　
こ
の
業
務
提
携
に
よ
っ
て

「
コ
コ
ネ
ッ
ト
利
用
者
は
荷
物

到
着
の
た
め
に
自
宅
で
待
機

す
る
必
要
が
な
く
な
り
、
コ

コ
ネ
ッ
ト
も
再
配
達
率
を
下

げ
る
こ
と
─
─
」
を
目
指
す
。

　
具
体
的
に
は『
コ
コ
ネ
ッ
ト

利
用
者
』
が
、
ス
マ
ー
ト

ロ
ッ
ク『
b
i
t
l
o
c
k 

L
I
T
E（
ビ
ッ
ト
ロ
ッ
ク 

ラ

イ
ト
）』
や
、
集
合
玄
関
ド
ア

の
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
解
錠
が
で

き
る『
b
i
t
l
o
c
k 

G
A
T
E（
ビ
ッ
ト
ロ
ッ
ク 

ゲ
ー
ト
）』
が
設
置
さ
れ
て
い

る
物
件
に
住
ん
で
い
る
場

合
、
配
達
場
所
と
し
て〝
自
宅

ド
ア
の
前
〟
な
ど
場
所
の
指

定
が
で
き
、
コ
コ
ネ
ッ
ト
は

『
b
i
t
l
o
c
k
シ
リ
ー

ズ
』
各
製
品
か
ら
発
行
さ
れ

る「
ワ
ン
タ
イ
ム
チ
ケ
ッ

ト
」
を
利
用
し
て
、
配
達
を

希
望
す
る
日
時
に（
不
在
の
場

合
で
も
）
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
内

の
指
定
場
所
へ
配
達
が
可
能

と
な
る
と
い
う
も
の
。

　
ビ
ッ
ト
キ
ー
で
は『
b
i
t

l
o
c
k
シ
リ
ー
ズ
』
を
普

及
さ
せ
る
こ
と
で「
不
在
時

で
も
家
事
代
行
や
宅
配
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
、

共
働
き
や
単
身
世
帯
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
が
よ
り
快
適
に

な
る
─
─
」
と
い
う
新
た
な

経
済
価
値
の
提
供『
T
o
b
i

r
a
エ
コ
ノ
ミ
ー
』
と
い
う

考
え
方
を
提
唱
し
て
お
り
、

今
回
の
コ
コ
ネ
ッ
ト
社
と
の

提
携
も
そ
う
し
た
流
れ
に
順

ず
る
も
の
と
し
て
い
る
。

　
『
b
i
t
l
o
c
k
シ

リ
ー
ズ
』
は
、
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
や
専
用
の
リ
モ
コ
ン

キ
ー
か
ら
扉
の
鍵
を
簡
単

に
開
閉
可
能
で
き
る

シ
ス
テ
ム
で
、
安
価

な
導
入
価
格
が
特

徴
。
ま
た
、
周
辺
ア

ク
セ
サ
リ
と
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で「
誰

が
、
い
つ
鍵
を
使
用

し
た
か
」
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
確
認
で
き

る
の
で
、
子
ど
も
や

高
齢
者
へ
の「
見
守

り
」に
も
活
用
が
期

待
で
き
る
。

　
本
提
携
に
よ
る『
不

在
時
商
品
配
達
サ
ー

ビ
ス
』
は
7
月
中
旬

よ
り
順
次
開
始
さ
れ

る
と
の
こ
と
。

ビ
ッ
ト
キ
ー
×
コ
コ
ネ
ッ
ト

18.JUL.2019

7月18日号
通巻025 号

okaeriQR@support-mapple.jp

www.mapple-search.biz/https://www.mapple-search.biz/demo/taiken.html

延ばそう・健康寿命

『bitlockシリーズ』と
ココネットが連携

「
不
在
時
の
商
品
配
達
」で
業
務
提
携

◎配送スタッフが「ワンタイムチケッ
ト」を活用して『bitlock』を開閉で
きるので留守中配送が可能に。

◎『bitlock Lite』 ◎『bitlock Gate』
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▲発明者の狩野治さん。

　パラマウントベッド（東京都江東
区）では、必要時には介護用ベッド
にもなるリクライニング電動ベッド
ブランド『INTIME（インタイム）』ブ
ランドから、新製品『INTIME200
0i』を発売した。
　『INTIME2000i』は、オプション
の「睡眠計測センサー」と組み合わ
せることで遠隔での見守りが可能と

なる。その他、丸みを帯びて包み込
むような形状の「ヘッドボード」や、
ファブリック生地のカバーを備えた
新デザインなどの採用が特徴。 
　「睡眠計測センサー」は、日々の
睡眠状況の確認・管理・分析やベッド
の操作・設定等をスマホアプリで行
うことができる。また、離れて暮ら
す家族の「睡眠状況」を確認できる

「見守り機能」の専用アプリ
（別途利用料が必要）が新た
に追加されている。この見
守り機能アプリでは、日々
の睡眠評価、心拍数・呼吸数
などのバイタルサインを遠
隔のスマホで確認すること

ができる。また、一定期間に睡眠情
報を取得できなかった際にアラーム
を通知する機能も備える。 
　さらに、「入眠時」「熟睡時」「起
床時」それぞれの睡眠状態に合わ
せて角度が自動的に変化する『眠り
の自動運転』機能なども搭載。
 　販売は直営店、家具店、百貨
店、寝具専門店などで取り扱われ
る。ラインアップは、高さ上下機
能の有無、ベッド幅 2タイプ、カ
ラーバリエーション 6タイプの「合
計 24タイプ」。希望小売価格は
ベッドと睡眠計測センサーのセッ
トで 260,000円（税別、マットレス
は別売）からとのこと。https://www.paramount.co.jp

離れて暮らす家族の「睡眠」見守る
『INTIME』ブランドから見守り機能搭載新製品：パラマウントベッド

 ワタミ（東京都大田区）では、
埼玉県鶴ヶ島市との間で「高
齢者等の見守り活動への協力
に関する協定書」を締結。６
月19日（水）に鶴ヶ島市役所
にて協定調印式が行なわれた。
　今回の式で協定書を受け
取った、『ワタミの宅食』東
北・北関東支社 埼玉西部・
中央エリア エリアマネー
ジャー福田加奈子氏は「鶴ヶ
島市では毎日約200食をお届

けしています。今回日々の活
動の中で行なっている見守り
活動が協定という形になり、
これからも、さらに誇りとや
りがいを持ちながら鶴ヶ島市
のみなさまに安全・安心をお
弁当と一緒にお届けしたい」
と語った。
　同じく調印式に出席した
鶴ヶ島市・齊藤芳久市長は

「鶴ヶ島市も高齢化が進み、
独居の高齢者も多くなりまし

た。『ワタミの宅食』のお弁
当を届ける際に異変に気づい
た時にはご連絡をしていただ
き、高齢者や鶴ヶ島の皆さん
の安全・安心を守ることに協
力していただきたい。暑い時、
寒い時など届けるのも大変な
こともあると思いますが手渡
しならではのコミュニケー
ションで高齢者の見守りをお
願いしたい」とした。
　ワタミの宅食ではこれまで、

埼玉県内では「所沢市、入間
市、志木市、行田市、北本市、
比企郡嵐山町、桶川市、坂戸
市」との間で見守り協定を締
結しており、今回の鶴ヶ島市
との調印が 9 件目となる。こ
れを含めて全国では 175カ所
で見守り協定締結を行なって
いる同社だが「今後も全国で
見守り活動をつづけ協定の締
結を進めてまいります──」
としている。

ワタミの宅食が埼玉県鶴ヶ島市と『見守り協定』締結
「埼玉県内では 9 件目」全国 175カ所で見守り協定調印：ワタミ
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〈この商品のお問い合わせは〉

一般社団法人 発明学会  発明アドバイザー 松野MP係 まで
東京都新宿区余丁町７番１号  発明学会ビル
☎ 03（5366）8811  y-matsuno@hatsumei.or.jp

発明ガイドブック

「発明ライフ・入門」（希望者は下記まで）

無料プレゼント！

当コーナーでは、発明学会（東京都新宿区）のご協力をいただき「情熱の
発明品」をご紹介。テーマは『介護予防』── それと並行してシニアにや
さしい「なるほどアイテム」をピックアップします！ 掲載された商品に興
味のある方は下記までご一報ください。

『楽与』
ら く よ

一輪台車がラクになる支持ベルト第24 回

情熱の発明商品・発掘プロジェクト

シニアにやさしい『なるほどアイテム』を探せ
　
現
役
を
引
退
し
、
自
家
用
野
菜

栽
培
を
始
め
た
、
三
宅
信
夫
さ

ん
。
自
宅
で
の
農
作
業
に
は
、
肥

料
や
資
材
、
収
穫
物
の
運
搬
に
、「
一

輪
台
車
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
こ
の
一
輪
台
車
は
大
変

便
利
な
の
で
す
が
、
あ
ま
り
に
も

両
腕
に
負
担
が
か
か
り
過
ぎ
、
大

変
な
の
で
す
。
農
家
の
お
年
寄
り

な
ど
は
、
誰
し
も
共
感
す
る
悩
み

で
し
ょ
う
。
な
ん
と
か
、
改
良
で

き
な
い
も
の
か
と
発
明
に
取
り
組

み
、
試
行
錯
誤
の
末
、
完
成
し
た

の
が
、
こ
の
一
輪
台
車
用
ベ
ル
ト

『
楽
与
』
で
す
。

　
ハ
ン
ド
ル
を
持
ち
上
げ
、
荷
重

を
肩
で
受
け
る
ハ
ー
ネ
ス
部
と
、

ハ
ン
ド
ル
と
ベ
ル
ト
を
つ
な
ぐ
カ

ラ
ビ
ナ
部
、
前
進
時
に
、
腰
で
一

輪
台
車
を
前
方
に
押
す
た
め
の
力

を
受
け
る
ベ
ル
ト
部
か
ら
な
る
構

造
で
す
。

　
試
作
品
で
２
年
程
試
用
し
ま
し
た

が
、
大
変
使
い
勝
手
も
良
く
、
両
腕

は
荷
重
か
ら
解
放
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
輪
台
車
の
操
作
に
必
要
な

「
①
一
輪
台
車
の
ハ
ン
ド
ル
を
持

ち
上
げ
る
。
②
一
輪
台
車
の
左
右

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
、
水
平
を

保
つ
。
③
一
輪
台
車
の
ハ
ン
ド
ル

を
押
し
て
前
進
す
る
。
④
一
輪
台

車
を
傾
け
て
、
左
右
に
進
む
た
め

に
舵
を
と
る
。」
の
４
つ
の
動
作
の

内
、
①
か
ら
③
ま
で
を
『
楽
与
』

が
担
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。
腕
の

力
と
握
力
を
使
う
の
は
、
左
右
に

曲
が
る
時
だ
け
で
、
そ
の
効
果
は

劇
的
で
す
。

　
世
の
中
の
役
に
立
つ
物
を
商
品
化

す
る
こ
と
を
夢
見
て
、
発
明
の
道
に

入
り
、
75
歳
か
ら
の
手
習
い
で
、
特

許
の
勉
強
を
し
て
事
業
化
に
こ
ぎ
つ

け
ま
し
た
。
現
在
80
歳
の
三
宅
さ
ん

が
次
に
目
指
す
の
は
、『
楽
与
』
を

災
害
復
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
の

想
い
か
ら
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
挑
戦
す
る
こ
と
！
『
楽
与
』

を
使
用
す
れ
ば
、
一
輪
台
車
が
楽
に

扱
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
使
用
者

の
労
力
が
軽
減
し
、
災
害
復
旧
の
作

業
改
善
へ
と
繋
が
り
ま
す
。
災
害
復

旧
現
場
で
頑
張
る
方
々
の
た
め
に
、

多
く
の
方
々
の
軽
労
化
を
目
的
と
し

た
「
協
会
」
の
設
立
と
『
楽
与
』

普
及
に
尽
力
し
た
い
と
語
る
三
宅

さ
ん
。
自
分
の
ア
イ
デ
ア
商
品
で
、

社
会
貢
献
し
た
い
と
い
う
三
宅
さ
ん

の
熱
い
想
い
は
、
き
っ
と
近
い
う
ち

に
、
被
災
地
を
笑
顔
に
変
え
る
こ
と

で
し
ょ
う
。（
松
野
泰
明
）

も
う
両
腕
だ
け
に

頼
ら
な
く
て
い
い

▶︎
発
明
者
の
三
宅
信
夫
さ
ん
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http://3beans.jp

ちっちゃいマメをおっきく育て、
夢のある未来を創造します。
ちっちゃいマメをおっきく育て、
夢のある未来を創造します。
ちっちゃいマメをおっきく育て、
夢のある未来を創造します。
ちっちゃいマメをおっきく育て、
夢のある未来を創造します。
ちっちゃいマメをおっきく育て、
夢のある未来を創造します。
ちっちゃいマメをおっきく育て、
夢のある未来を創造します。
ちっちゃいマメをおっきく育て、
夢のある未来を創造します。
ちっちゃいマメをおっきく育て、
夢のある未来を創造します。
ちっちゃいマメをおっきく育て、
夢のある未来を創造します。

株式会社スリービーンズ

デイサービス生活相談員ネットワークの
『生活相談員』講座
デイサービス生活相談員ネットワークの
『生活相談員』講座
デイサービス生活相談員ネットワークの
『生活相談員』講座
デイサービス生活相談員ネットワークの
『生活相談員』講座
デイサービス生活相談員ネットワークの
『生活相談員』講座

　
人
は
誰
で
も
平
均
寿
命
と

健
康
寿
命
の
差
を
な
く
し
、

最
後
ま
で
健
康
で
い
る
こ

と
が
大
事
で
す
が
、
健
康
で

居
続
け
る
た
め
に
は
そ
の
た

め
の
知
識
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
知
識
を
身
に
つ
け
る
た

め
の
方
法
を
い
ろ
い
ろ
探
し

て
い
ま
す
が
、
面
白
い
も
の

を
見
つ
け
、
説
明
会
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

　
『
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

日
本
成
人
病
予
防
協
会
』
が

主
催
す
る
、「
健
康
管
理
士

一
般
指
導
員
」
の
資
格
を
得

る
た
め
の
講
座
で
す
。
予
防

医
学
を
基
礎
か
ら
学
べ
る

通
信
講
座
で
、①
健
康
管
理

学
、
②
生
活
習
慣
病
の
基
礎

知
識
、
③
心
の
健
康
管
理
、

④
生
活
を
守
る
栄
養
学
、
⑤

生
活
環
境
と
健
康
、
⑥
体
を

守
る
健
康
知
識
、
の
６
つ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
テ
キ
ス
ト
を

使
っ
て
学
び
ま
す
。
そ
し
て

４
冊
の
添
削
問
題
を
提
出
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
「
健
康
管

理
士
一
般
指
導
員
」
の
受
験

資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
一
定
の
条
件
を
満
た
し

た
「
雇
用
保
険
被
保
険
者
」

に
は
受
講
料
金
の
一
部
が
講

座
終
了
後
に
支
給
さ
れ
る
、

教
育
訓
練
給
付
制
度
の
指
定

講
座
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
試
験
は
日
本
全
国
で
行
わ

れ
て
お
り
、
東
京
・
大
阪
は

年
に
３
回
、
札
幌
・
仙
台
・

名
古
屋
・
福
岡
で
年
に
２

回
、
そ
の
他
全
国
主
要
都
市

で
年
に
１
回
試
験
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
こ
の

「
健
康
管
理
士
一
般
指
導

員
」
の
試
験
に
合
格
す
る

と
、
現
在
は
文
部
科
学
省
後

援
の
「
健
康
管
理
能
力
検
定

１
級
」
の
資
格
も
同
時
に
取

得
で
き
ま
す
。（
こ
の
制
度

が
い
つ
ま
で
続
く
か
は
未
定

だ
そ
う
で
す
──
）
資
格
取

得
後
の
フ
ォ
ロ
ー
も
し
っ
か

り
さ
れ
て
い
る
と
い
う
印
象

を
受
け
ま
し
た
。

　
自
分
が
健
康
で
い
る
た
め

の
知
識
が
身
に
つ
き
、
し
か

も
公
的
資
格
を
取
得
す
れ
ば

ビ
ジ
ネ
ス
に
生
か
す
こ
と
も

可
能
で
す
。
一
石
二
鳥
ど
こ

ろ
か
、
三
鳥
に
も
四
鳥
に
も

増
や
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。

　

定
期
的
に
説
明
会
が
開

催
さ
れ
て
お
り
、
説
明
会

当
日
に
申
し
込
ん
だ
方
に

は
特
典
も
用
意
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

「
健
康
管
理
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」目
指
す

元
気
シ
ニ
ア
の
「
ア
ン
テ
ナ
ラ
イ
フ
」

Author／
林野 均（はやしの ひとし）

プランニング・ブレーン・モンジュ代表。
一般社団法人 日本元気シニア総研研究委員。

『元気シニアビジネスアドバイザー』資格を取得後、元気
シニア総研研究委員として、シニア向け商品やサービス
の取材を「自らのシニア目線」で精力的に行なっている。

https://planningbrain.com

ブレーンモンジュ・林野 均の 「 シニア〝萬〟遊記」第24 回

L et's enjoy your senior life
元
気
な
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を

応
援
し
ま
す
！

https://planningbrain.com

tel. 090-3682-3310
プランニング・ブレーン・モンジュ

シニアのためのコンシェルジュ

＊特定非営利活動法人 日本成人病予防協会
　　　http://www.japa.org/

＊資格取得説明会
　　　https://www.healthcare.or.jp/how/shikaku/
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を
受
け
ま
し
た
。

　
自
分
が
健
康
で
い
る
た
め

の
知
識
が
身
に
つ
き
、
し
か

も
公
的
資
格
を
取
得
す
れ
ば

ビ
ジ
ネ
ス
に
生
か
す
こ
と
も

可
能
で
す
。
一
石
二
鳥
ど
こ

ろ
か
、
三
鳥
に
も
四
鳥
に
も

増
や
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。

　

定
期
的
に
説
明
会
が
開

催
さ
れ
て
お
り
、
説
明
会

当
日
に
申
し
込
ん
だ
方
に

は
特
典
も
用
意
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　コンピュータシステム開発や販
売、保守、管理などを手がけるオ
フィス・ワン（大阪市北区）では、「非
接触おむつセンサー」を開発。病
院・介護施設向け IoT見守りシステ
ム『Happiness絆』の新センサーと
して発売を開始した。並行してセ
ンサー単独でも販売する。
　「非接触おむつセンサー」の厚さ
はわずか「0.35mm」。シート型セン
サーで、シーツとマットレスの間に
敷いておくことで、排尿・排泄に伴
うおしり部分の重量変化を「静電容
量方式」によって検知し、付属のコ
ントロール装置が IoT見守りシステ
ム『Happiness絆』のタブレット管
理画面に通知するという仕組み。

　「従来のおむつセンサーはおむつ
内に取り付けて湿度や温度変化を計
測するタイプがほとんどで、身体に
直に触れるため衛生管理の手間がか
かり、形状によっては睡眠を妨げる
可能性がありました。また、『濡れた
か・濡れていないか』の検知しかで
きないため、おむつを替える必要の
ない少量の尿でも反応することがあ
りました。当社の新センサーは
これらの欠点を克服し、非接触
のため衛生的で設置も簡単、個
人個人の尿量に合わせた設定で
就寝中の方を必要以上に起こ
すことがなく、介護する方にも
介護される方にもやさしいセン
サーです──（オフィス・ワン）」　

　同社ではこの『非接触おむつセン
サー』の特徴として
(1) 非接触式だからアルコールで拭
くだけで衛生管理も万全
(2) 個人の排尿・排泄量に合わせて
10段階の感度調節が可能
(3) センサーとコントロール装置を
分離し薄型化を実現──などを掲
げている。 

薄さ「0.35mm」のおむつセンサーを開発
衛生管理もしやすい「非接触おむつセンサー」   ：オフィス・ワン

 『
K
a
b
u
t
o
／
K
O
O
F
U
』

ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
す
る
ヘ
ル
メ
ッ

ト
メ
ー
カ
ー
の
オ
ー
ジ
ー
ケ
ー
カ

ブ
ト
（
大
阪
府
東
大
阪
市
）
で

は
、「
帽
子
の
よ
う
に
お
し
ゃ
れ
に

か
ぶ
る
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
」

と
し
て
『
S
I
C
U
R
E
（
シ
ク

レ
）』
を
発
売
し
た
。

　
従
来
の
「
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
」
の
安
全
性
は
そ
の
ま
ま
に

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
敏
感
な
す
べ

て
の
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
自
転
車
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
『
S
I
C
U
R
E
』

を
開
発
し
ま
し
た
─
─
」
と
同
社
。

　
今
後
、
自
動
車
か
ら
自
転
車
に

転
向
す
る
高
齢
者
が
増
加
す
る
こ

と
も
想
定
。
と
く
に
高
齢
者
に
お

い
て
は
自
転
車
事
故
全
体
の
20
％

を
占
め
る
と
さ
れ
、
ま
た
、
頭
部

損
傷
に
よ
っ
て
死
に
至
る
割
合
も

高
く
、
同
社
で
は
「
高
齢
者
に

と
っ
て
は
現
実
的
か
つ
効
果
的
な

被
害
軽
減
対
策
が
急
が
れ
て
い
ま

す
─
─
」
と
し
、
こ
う
し
た
点
が

本
製
品
開
発
の
背
景
に
あ
る
と
し

て
い
る
。

帽子のような自転車ヘルメットで頭部を保護
ヘルメットにみえないからお洒落に被れる『SICURE』 ：オージーケーカブト

http://www.medical999.com

一般社団法人

〒150-0013 東京都渋谷区恵比寿4－4－5 第3伊藤ビル4階
tel.050-5533-3100  fax.03-5791-5859  Email. info@genkisenior.com

シニアが元気になると
日本が元気になる！
元気シニア倶楽部
会員募集中！！

──入会費・年会費なし──
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『
お
か
え
り
Ｑ
Ｒ
』
は
、
高

齢
者
や
児
童
が
迷
子
に
な
っ

た
と
き
を
想
定
し
、
あ
ら
か

じ
め
持
ち
物
に『
Ｑ
Ｒ
シ
ー

ル
』を
貼
り
付
け
て
お
く
こ

と
で
、
早
期
発
見
に
つ
な
げ

る
と
い
う
も
の
。

   

例
え
ば
、「
見
守
り
た
い

人
」の
持
ち
物（
衣
服
、
杖
、

か
ば
ん
、靴
、ラ
ン
ド
セ
ル
、

　
今
号
の『
熱
視
線
』
で
は
、道
路
地
図『
ス
ー
パ
ー
マ
ッ

プ
ル
』
な
ど
で
知
ら
れ
る
昭
文
社（
東
京
都
千
代
田
区
）

が
展
開
中
の『
お
か
え
り
Q
R
』
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
。

「
シ
ー
ル
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
を
組
み
合
わ
せ
た
ア
ナ
ロ
グ

と
デ
ジ
タ
ル
が
ほ
ど
よ
く
融
合
し
た
商
材
だ
が
、
小
紙

で
は
そ
の「
シ
ン
プ
ル
な
し
く
み
と
価
格
」、
そ
し
て「
導

入
の
手
軽
さ
」に
注
目
し
た
。

ペ
ッ
ト
の
場
合
は
首
輪
な

ど
）
に『
Ｑ
Ｒ
シ
ー
ル
』
を
貼

り
つ
け
る
。
そ
れ
と
合
わ
せ

て
シ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
て
い

る「
ユ
ー
ザ
ー
登
録
I
D
番

号
」
と
通
知
を
受
け
た
い

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
あ
ら
か

じ
め
登
録
し
て
お
く
。

　
も
し
、
見
守
り
対
象
者
が

道
に
迷
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
、
こ
の『
Q
R
シ
ー
ル
』が

本
人
の
身
元
確
認
の
手
が
か

り
と
な
る
。
発
見
・
保
護
し

て
く
れ
た
人
が
持
ち
物
に
貼

ら
れ
て
い
る『
Q
R
シ
ー
ル
』

を
ス
マ
ホ
で
読
み
取
る
と
、

登
録
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
に
現
在
の
状
況
や
発
見
場

所
の「
位
置
情
報
」な
ど
を
通

知
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
も
の
。
こ
の
と
き
、
専
用

サ
イ
ト
を
介
す
る
の
で「
通

知
」の
際
の
個
人
情
報
は
そ

れ
ぞ
れ
保
護
さ
れ
る
と
い
う

工
夫
も
な
さ
れ
て
い
る
。

　
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

は
、
例
え
ば
徘
徊
に
よ
っ
て

帰
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

高
齢
者
な
ど
を
想
定
し
た
、

い
わ
ゆ
る「
居
場
所
検
知
」 の

た
め
の
ツ
ー
ル
だ
が
、「
シ
ー

ル
」
と
い
う
手
軽
さ
と
、
ワ

ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
３
２
４
０
円

（
税
込・
送
料
別
）
で
サ
ー
ビ

ス
が
完
結
し
て
い
る
と
い
う

シ
ン
プ
ル
さ
、
さ
ら
に
A
m

a
z
o
n
な
ど
の
E
C
サ
イ

ト
で
も
購
入
が
で
き
る
と
い

う
点
も
導
入
の
ハ
ー
ド
ル
を

低
く
し
て
い
る
。
ま
た
、
ス

マ
ホ
の
普
及
で「
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
」
自
体
の
認
知
度
も
定
着

し
て
い
る
の
で
、
利
便
性
も

高
い
と
い
え
る
。
サ
ー
ビ
ス

の
有
効
期
限
は
登
録
後「
１
年

間
」と
な
っ
て
い
て
、
継
続

使
用
す
る
際
に
は
追
加
で

シ
ー
ル
を
購
入
す
る
。

持
ち
物
に
貼
っ
て「
も
し
も
」に
備
え
る「
家
族
の
見
守
り
ツ
ー
ル
」

昭
文
社
『
お
か
え
り
Ｑ
Ｒ
』に
フ
ォ
ー
カ
ス

◎『おかえり QR』の A4 シールシート（写
真下）。大・中・小と全 23 枚の『QR シー
ル』が添付される。まずは「オンライン
登録サイト」からシートの ID 番号と家族
のメールアドレスなどを登録し（3 件まで
登録可）、それぞれの持ち物に応じてシー
ルを貼り付けておく。
https://www.mapple-search.biz

『栄養睡眠改善トレーナー』認定資格を取得して、 
 あなたも活躍してみませんか？

眠りと食事で毎日げんき！

日本栄養睡眠改善協会日本栄養睡眠改善協会一般
社団
法人

一般
社団
法人

The Japan Association for Better Sleep and Nourishment


